
１ 施設の名称等

（１） 公の施設の名称 津山市加茂町文化センター

（２） 指定管理者 所在地 岡山県津山市山北５２０番地

名　 称 一般財団法人津山市都市整備公社

代表者 理事長　　植月　　優

（３） 公の施設の所管部署 津山市観光文化部文化課

（４） 指定期間 令和３年４月１日から令和６年３月３１日

（５） 評価対象期間 令和４年４月１日から令和５年３月３１日

２ 施設の利用状況

（１） 利用者数等 3,808 人　　（前年度　1,275人）

（２） 事業内容 ・施設管理運営業務及び自主文化事業等

（自主文化事業内容）

(共催事業）

・加茂町文化祭

・開館日数310日（稼動日数37日）

・年間稼働率 11.9%　（前年度 14.0%）　

３ 収支の状況

（１） 収入 総額 20,937 千円 (前年度 14,952 千円)

（指定管理者の収入） 　指定管理料収入 15,820 千円

　利用料収入 1,090 千円

　雑収入 4,027 千円

（２） 支出 総額 20,944 千円 (前年度 14,952 千円)

（指定管理者の支出） 　人件費 2,718 千円

　需用費 消耗品費等 907 千円

修繕費 96 千円

光熱水費 5,786 千円

　役務費 186 千円

　委託料（施設管理） 3,918 千円

　委託料（事業実施） 2,490 千円

　使用料及び賃借料 554 千円

　負担金 45 千円

　助成金 86 千円

　管理負担金（事務費） 3,270 千円

　公租公課 888 千円

指定管理業務評価結果書

・パーカッションワークショップ＆ライブ
・月亭方正独演会



４ 総合評価結果

（１） 指定管理者の自己評価

(２) 市の評価
　令和３年度では中止したホールを利用した自主事業や、地域に根差した共催
事業が実施され、加茂地域における文化の振興や活性化に寄与している。　また
新型コロナウイルス感染症対策を徹底して行い、利用者の安心安全を重視した
施設運営は評価できる。
　新型コロナウイルス感染症の影響がある中といえど、年間稼働率がかなり低迷し
ている。利用者数は前年比で改善してはいるが、魅力ある事業の実施や広報な
どにより、更なる施設利用促進と稼働率の向上を図られたい。また、アンケートな
どで積極的に利用者の意見を収集し、より利用しやすい施設運営のためのフィー
ドバックを行われたい。

　市民の文化と福祉の向上に寄与するため、生涯学習推進の拠点施設として各
種事業を計画・実施した。

<事業内容>
・地域文化の向上と施設の活性化に努めた。
・新型コロナウイルス感染症拡大防止に配慮しながら、8月に津山市加茂郷文化
ふれあい交流施設運営委員会を開催し、地域の意見を取り入れるなど、コロナ禍
での今後の事業実施に向けて尽力した。
・津山市担当課と協力し、コロナ禍での利用促進を検討した。

　事業計画により実施を予定していたイベントの一部は中止となったが、新型コロ
ナウイルス感染症拡大予防対策を徹底して、安心安全な施設利用を第一に業務
を遂行しており、適正かつ良好な管理であったと評価する。


